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平成28年
第1回 定例会

3月9日～16日

　
３
月
９
日
か
ら
16
日
ま
で
平

成
28
年
度
第
１
回
定
例
会
が
行

わ
れ
、
一
般
会
計
予
算
47
億
８

千
万
円
、
特
別
会
計
18
億
２
千

万
円
な
ど
を
可
決
し
ま
し
た
。

◎
所
管
事
務
調
査
報
告

　
産
建
福
祉
常
任
委
員
会
か
ら

調
査
報
告
が
あ
り
、
委
員
長
報

告
の
と
お
り
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
詳
細
11
頁
）

◎
平
成
28
年
度
一
般
・
特
別
会

計
予
算

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算

な
ど
予
算
案
９
件
、
条
例
案
12

件
が
予
算
特
別
委
員
会
（
委
員

長
・
高
田
議
員
、
副
委
員
長
・

大
沼
議
員
）
に
付
託
さ
れ
３
月

10
日
か
ら
３
月
15
日
の
４
日
間

に
わ
た
る
審
査
を
経
て
報
告
さ

れ
原
案
の
通
り
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。 

（
詳
細
４
・
５
頁
）

◎
平
成
27
年
度
一
般
・
特
別
会

計
補
正
予
算

•
地
方
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ

ィ
テ
ィ
対
策
業
務
委
託

 

１
５
７
１
万
円
　

•
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
環
境
構

築
委
託
料

 

４
５
１
万
円
　

•
誘
致
企
業
の
事
業
拡
大
の
た

め
の
助
成

 

３
６
４
万
円
　

•
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰

出
金

 

２
０
２
万
円
　

•
一
時
預
か
り
保
育
事
業
委
託

料

 

１
３
２
万
円
　

•
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業

 

７
８
２
３
万
円
　

•
長
期
債
繰
上
償
還

 

１
億
２
５
０
０
万
円
　

•
農
業
振
興
基
金
指
定
寄
付
積

立
金

 

９
６
３
６
万
円
　

•
商
工
観
光
振
興
基
金
指
定
積

立
金

 

１
０
０
０
万
円
　

◎
沼
田
町
過
疎
地
域
自
立
促
進

市
町
村
計
画（
平
成
28
年
度
〜

平
成
32
年
度
）が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◎
公
平
委
員
の
選
任

•
大
三
島
茂
氏
が
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

◎
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任

•
鵜
野
育
雄
氏
が
選
任
さ
れ
ま

し
た
。第

１
回
臨
時
会

1
月
13
日

•
国
の
個
人
番
号
の
見
直
し
に

伴
う
町
税
条
例
の
改
正

•
ふ
る
さ
と
納
税
の
記
念
品
の

増
額

 

２
８
０
０
万
円
　

•
ふ
る
さ
と
納
税
通
信
運
搬
費

増 

４
１
２
万
円

•
公
営
住
宅
修
繕
費

 

68
万
円
　

•
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
指
定

寄
付
積
立
金
増

 

５
６
５
０
万
円
　

第
２
回
臨
時
会

2
月
15
日

•
町
立
沼
田
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
指
定
管
理
者
と
し
て
、
北
海

道
厚
生
農
業
協
同
組
合
連
合
会

が
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

•
町
職
員
・
特
別
職
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

•
町
議
会
議
員
報
酬
・
費
用
弁

賞
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

•
町
道
除
雪
業
務
委
託
料

 

６
０
０
万
円
補
正
増
　

第
３
回
臨
時
会

3
月
25
日

•
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金

小
平
・
幌
加
内
・
沼
田
３
町
広

域
振
興
協
議
会
特
別
負
担
金

 

５
６
６
万
円
　

•
担
い
手
確
保
・
経
営
強
化
支

援
事
業
補
助
金
は
、
国
の
不
採

択
に
よ
り
減
額
補
正
と
し
た
。

 

７
８
２
３
万
円
減
　

もう少し、具体的な答弁を引
き出してほしい。70代・男性

傍聴席の
生の声

今回の傍聴者は、17名でした。



参議院選から「18歳選挙権」適用

18歳からの選挙権、投票をどう考えているの？

みんな、立派な考えでビックリポン!!

あまり魅力を感じられない今の選挙に色々な疑問
が沢山あります。そのためにも少しでも多くの若
者が選挙に関心を持ち沼田町が活性化する為に働
きかけるようお願い致します。

宮脇　亮輔（高校生）

選挙権が18歳からになったとは言ってもその事自
体には特別な感情はなく、皆さんが成人して選挙
権を得た時と同じ感覚だと思います。

久保　そらん（大学生）

私は、投票の際に、安直に世論に流されないよう
にすることが大事だと考えています。今の党が駄
目だから勢いのある党に投票するのではなく、本
当に日本のことを考えて活動を行っている政治家
に投票することが世の中をよくすることに必要な
ことだと思います。　　　　　　　　　畑地　郁

いいね! !いいね! !
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介護報酬の再改定を求める意見書
　平成27年４月より実施された介護報酬は実質マイナス改定となっており採算の合わない事業所の
閉鎖、撤退が始まっている。また処遇改善加算は介護職だけを対象にしていますが介護現場には看
護師、ケアマネージャー・リハビリ技師他多様な職種があり介護職場全体のバランスのとれた処遇
改善には加算ではなく介護報酬自体の引き上げが必要です。

　以上の実態を踏まえ早期に介護事業所と介護労働者が充実したサービスを提供できるよう、介護
報酬のマイナス改定を見直すことを要望した。

議決された意見書

クローズ
アップ

　

夏
の
参
議
院
選
か
ら
選
挙
年
齢
が
20
歳
以
上
か
ら

18
歳
以
上
に
引
き
下
げ
に
な
り
ま
す
。
世
界
的
に
は

選
挙
権
年
齢
は
18
歳
が
一
般
的
で
、
日
本
も
国
際
標

準
に
追
い
つ
く
形
に
な
り
ま
す
。

　

新
た
に
選
挙
権
を
得
る
18
〜
19
歳
は
約
２
４
０
万

人
で
、
有
権
者
の
約
２
％
で
す
。
各
種
選
挙
で
20
代

の
投
票
率
の
低
さ
は
際
立
っ
て
お
り
、
18
歳
選
挙
権

を
き
っ
か
け
に
若
い
世
代
に
政
治
へ
の
関
心
が
高
ま

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
未
成
年
者
の
選
挙
違
反
、
学
校
内
で
の
選

挙
活
動
な
ど
適
切
な
指
導
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
、
新
た
に
選
挙
権
を
得
る
18
〜
19
歳
に
選
挙

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
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３
月
９
日
に
第
１
回
定
例
会

が
開
会
、
本
年
度
予
算
案
な
ど

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
予
算
案
・
条
例
案
が
予
算
等

審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

４
日
間
審
議
し
ま
し
た
。

　
総
務
財
政
課
の
地
方
財
政
推

移
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
各
課

と
の
質
疑
を
お
こ
な
い
一
日
ご

と
に
ま
と
め
を
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
総
括
質
問
を
お
こ

な
い
審
議
の
結
果
、
条
例
案
12

件
と
予
算
案
９
件
を
意
見
を
付

し
て
認
定
す
る
こ
と
に
決
定
し

ま
し
た
。

総
括
質
問津川議員

　

寄
付
金
が
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
る

の
か
。
寄
付
者
に
見
え
る
よ
う

に
目
的
と
計
画
性
を
持
っ
て
運

用
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

寄
付
と
共
に
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
た
く

ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金

さ
ん
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
担

当
の
方
で
き
め
細
か
な
も
の
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

ラ
イ
フ
パ
ー
ト
ナ
ー

小峯議員長原議員
　

夜
高
あ
ん
ど
ん
、

ほ
た
る
祭
り
な
ど

地
域
観
光
資
源
の

利
用
お
よ
び
他
町

村
と
連
携
し
て
積
極
的
に
取
り

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

国
の
地
域
少
子
化

人
口
対
策
交
付
金
を

利
用
し
て
、
き
め
細
か
な
事
業

を
検
討
し
、
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

鵜野議員杉本議員
　

職
員
適
正
化
計

画
に
沿
っ
て
配
置

し
て
い
る
が
、
事

業
数
は
減
っ
て
い

っ
て
い
な
い
。
長
期
計
画
を
持

っ
て
採
用
し
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
に
努
め
て
は
ど
う
か
。

職
員
数
の

適
正
化

　
　
　

福
祉
部
門
な
ど
で

人
員
は
必
要
。
財
政

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
採
用
し

て
い
き
た
い
思
う
。

久保議員津川議員
　

化
石
や
雪
の
取

り
組
み
、
あ
ん
ど

ん
や
ほ
た
る
な
ど

の
観
光
で
外
国
人

も
来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

事
業
の
頻
度
拡
充
、
長
期
継
続

な
ど
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

教
育
長
　

独
自
の
取
り
組

み
と
し
て
、
英
会

話
を
考
え
た
。
平
成
30
年
に
は

完
全
実
施
し
て
い
き
た
い
。

鵜野議員杉本議員
　

Ｊ
Ａ
負
担
金
が

あ
る
事
業
な
の
で

不
用
額
を
出
さ
な

い
事
業
計
画
が
で

き
な
い
か
。

　
　
　

予
算
上
は
負
担
金

と
し
て
い
る
が
、
中

山
間
事
業
に
町
が
負
担
す
る
2

ま
ち
な
か
英
語
空
間
事
業

農
業
総
合
対
策
費

8
0
0
万
円
の
一
部
に
充
当
し

て
い
る
。久保議員

　

人
口
増
に
つ
な

が
る
事
業
と
し
て

隊
員
の
任
期
終
了
後
の
定
住
に

向
け
た
工
夫
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
　

地
元
に
残
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
前
提
で

採
用
を
し
て
い
る
。
自
立
で
き

る
体
制
作
り
は
必
要
と
思
っ
て

い
る
。

津川議員
　

民
間
企
業
だ
け

で
な
く
、
行
政
に

お
い
て
も
、
積
極
的
に
雇
用
の

場
を
つ
く
る
取
り
組
み
を
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
雇
用
を
生
み
出
す

よ
う
な
事
業
も
行
っ
て
い
き
た

い
。 地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
定
住
支
援

雇
用
の

場
の

創
出

一般会計 47.8億円
特別会計 18.2億円
総　　額 66億円

平成28年度 予算等審査特別 委員会

▶健康で安心して暮らせるまちづくり
　いきいきと暮らして欲しい事業ほか 52事業 8億1,453万円
▶活気あふれるまちづくり
　移住・定住を応援します事業ほか 50事業 6億7,152万円
▶教育環境に優れたまちづくり
　社会教育の充実事業ほか 26事業 5,317万円
▶その他の事業
　ごみ処理に要する経費ほか 7事業 9,099万円
28年度末予定　基金 25億5,748万円　公債 28億4,077万円

予算概要

3月10日～15日
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○町立沼田厚生クリニックの運営について
　本年より町立となる沼田厚生クリニックは、町
民の健康を守る唯一の医療機関です。町民が親し
みなら利用し、町立になったことを感じられる独
自性を持った施設運営を望みます。

◎ 予算審査に付された意見 ◎

平成28年度 予算等審査特別 委員会

認定こども園スタート!! 保育料 80%軽減! 第2子から無料!

委 員 長 高田 　勲
副委員長 大沼 恒雄

◆ 予算審査の結果 ◆
　平成28年度は、沼田町総合戦略の実践元年となる
重要な年度です。大規模な建築事業を予定しながら、
移住定住の促進事業、保育料負担軽減等の子育て支
援事業、介護職員確保に向けた諸事業には意欲が伺
えます。将来の沼田町のあり方を構築する上で、い
ずれも重要かつ不可欠な事業と判断いたします。複
数の部署を横断しての事業も多く見られることから、
執行にあたっては部署間の連携を密にし、町民の幸
福感を最優先としながらの執行を強く望みます。

▶健康で安心して暮らせるまちづくり
　いきいきと暮らして欲しい事業ほか 52事業 8億1,453万円
▶活気あふれるまちづくり
　移住・定住を応援します事業ほか 50事業 6億7,152万円
▶教育環境に優れたまちづくり
　社会教育の充実事業ほか 26事業 5,317万円
▶その他の事業
　ごみ処理に要する経費ほか 7事業 9,099万円
28年度末予定　基金 25億5,748万円　公債 28億4,077万円

予算概要

久保議員
　

特
定
空
き
家
の

解
体
に
関
す
る
助

成
、
使
え
る
空
き
家
の
寄
付
に

関
す
る
施
策
が
今
後
必
要
で
な

い
か
。

　
　

 　

住
み
替
え
制
度
、

解
体
助
成
制
度
を
ど

う
す
る
か
論
議
が
必
要
で
す
。

あ
き
地・
あ
き
家
の
管
理
に
関
す
る
条
例

津川議員
　

報
酬
の
見
直
し

及
び
適
正
な
人
員

を
配
置
し
、
仕
事
量
の
軽
減
を

図
る
べ
き
で
な
い
か
。

　
　

 　

長
期
的
に
人
材
を

確
保
し
て
い
か
な
い

と
い
け
な
い
。
処
遇
に
つ
い
て

の
努
力
は
し
て
い
き
た
い
。

久保議員
　

介
護
人
材
バ
ン

ク
制
度
は
報
酬
意

識
を
持
っ
て
す
す
め
る
べ
き
で

な
い
か
。

　
　

 　

今
後
に
向
け
て
そ

う
い
う
意
識
で
や
っ

て
い
き
た
い
。

長原議員
　

夜
間
診
療
な
ど

町
立
病
院
と
し
て
、

独
自
性
を
活
か
し
た
運
営
が
で

き
な
い
か
。

　
　

 　

厚
生
連
全
体
と
し

て
の
対
応
も
あ
る
の

で
、
徐
々
に
話
の
場
を
設
け
て

い
き
た
い
。

介
護
職
員
の

処
遇

人
材
バ

ン

ク

制
度

町
立
厚
生
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
運
営
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問　
平
成
28
年
度
は
当
初
予

算
に
、
商
業
中
核
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
の
建
設
補
助
金
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
商
工

会
と
農
協
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
計
画
し
て
き
た
施
設
の
建

設
が
始
ま
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
沼
田
町
は
小
規
模

な
自
治
体
で
、
高
齢
化
も
進
ん

で
い
ま
す
。
生
鮮
食
料
品
を
扱

う
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、

電
気
や
水
道
の
よ
う
な
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
等
し
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

テ
ナ
ン
ト
で
進
出
予
定
の
道

北
ア
ー
ク
ス
と
は
、
長
い
時
間

を
か
け
て
交
渉
を
行
っ
て
来
ま

し
た
。
当
初
予
定
し
た
条
件
と

町
長
へ
の
一
般
質
問

高田　勲
議員

は
違
っ
て
、
厳
し
い
条
件
が
提

示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
商
業
施
設
全
体

を
統
括
す
る
運
営
会
社
の
経
営

も
困
難
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
資

金
繰
り
な
ど
の
自
助
努
力
は
も

ち
ろ
ん
必
要
で
す
。

　

経
営
支
援
を
含
め
て
、
町
と

し
て
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い

く
の
か
。　

町
民
の
皆
様
が
町

に
居
な
が
ら
買
い
物

が
出
来
て
生
活
を
送
る
た
め
の
、

町
は
中
核
商
業
施
設
の
経
営
に

 

積
極
的
に
関
与
す
べ
き
だ

商
工
会
や
農
協
と
協
議
し
責
任
を
果
た
し
て
い
く

問答

建
設
予
定
の
施
設
は

 

機
能
が
重
複
し
て
い
る

利
用
目
的
や
利
用
対
象
者
が
違
う

問答
基
盤
と
な
る
施
設
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

一
階
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
町

民
サ
ロ
ン
を
、
商
業
者
の
方
も

農
業
者
の
方
も
有
効
に
使
っ
て

い
た
だ
き
、
市
街
地
が
賑
わ
っ

て
く
れ
た
ら
と
考
え
ま
す
。

　

商
業
施
設
が
完
成
し
、
運
営

会
社
が
立
ち
上
が
っ
た
後
も
、

商
工
会
と
農
協
と
行
政
が
連
携

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

久保元宏
議員

問　
新
年
度
で
建
設
が
予
定

さ
れ
て
い
る
施
設
に
は
、

機
能
の
重
複
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
旧
中
学
校
跡
地
に

建
設
予
定
の
多
機
能
型
総
合
セ

ン
タ
ー
か
ら
医
療
・
福
祉
を
抜

い
た
機
能
と
、
商
業
中
核
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
施
設
か
ら
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
抜
い
た
機
能
は

ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
現
有
の
施
設
で
も
、

ゆ
め
っ
く
る
・
ふ
れ
あ
い
・
町

民
会
館
の
和
室
な
ど
に
重
複
が

見
ら
れ
、
更
に
商
業
施
設
の
中

に
も
和
室
が
作
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
の
施
設
の
利
用
率
は
決
し

て
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
の

補
助
金
の
出
所
に
よ
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
状
態
が
生
ま
れ
て
い

る
の
か
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
が

不
合
理
で
す
。

　

住
民
が
集
え
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
空
間
は
必
要
で
す
が
、
国
の

補
助
要
件
の
な
か
に
こ
れ
ら
の

条
件
が
含
ま
れ
て
い
た
の
か
。

　

将
来
的
に
ど
の
よ
う
に
整
理

統
合
し
て
行
く
つ
も
り
な
の
か
。

　

基
本
的
に
施
設
の

目
的
が
全
く
違
う
の

で
、
私
は
機
能
が
重
複
し
て
い

る
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

　

ゆ
め
っ
く
る
は
生
涯
学
習
の

拠
点
、
ふ
れ
あ
い
は
町
民
の
健

康
増
進
の
場
と
し
て
の
目
的
を

持
っ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
建
設
予
定
の
商
業
施

設
は
、
住
民
の
買
い
物
と
そ
れ

に
伴
う
憩
い
の
場
で
す
。
多
機

能
型
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、医
療
・

介
護
・
福
祉
の
更
な
る
連
携
と

地
域
包
括
ケ
ア
、
更
に
は
子
育

て
支
援
を
視
野
に
入
れ
た
施
設

で
す
。

　

国
の
補
助
事
業
に
は
そ
れ
ぞ

れ
補
助
目
的
が
あ
り
ま
す
。
町

と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
人
が
、

ど
ん
な
目
的
を
持
っ
て
利
用
し

活
動
し
て
い
く
の
か
を
想
定
し

て
、
予
算
の
提
案
を
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

現
有
の
施
設
に
は
老
朽
化
が

進
ん
だ
も
の
も
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
町
民
会
館
の
集
会
室
機
能

を
商
業
施
設
に
移
す
な
ど
、
将

来
を
見
据
え
て
施
設
機
能
の
統

廃
合
を
考
え
て
行
き
ま
す
。 

和室の使われ方もさまざまですが

今年から整備が始まる
中核商業施設のイメージ図
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町
と
し
て
雇
用
の
場
の
確
保
は

既
存
の
事
業
所
で
検
討
し
て
い
き
た
い

問答

津川　均
議員

問　
沼
田
町
の
人
口
も
3
2

0
0
人
台
ま
で
減
少
し
、

以
前
と
し
て
人
口
減
少
に
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
状
況
で
す
。

人
の
転
入
、
転
出
の
傾
向
を
見

る
と
３
月
の
転
出
の
割
合
が
高

い
で
す
。

　

こ
れ
は
高
校
、
大
学
を
卒
業

し
た
が
、
地
元
に
働
く
場
所
が

な
い
の
で
就
職
の
た
め
に
都
市

部
に
住
所
を
移
す
こ
と
で
転
出

が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

町
長
の
執
行
方
針
の
中
で
も

住
み
や
す
い
町
を
目
指
し
、
将

来
の
町
づ
く
り
を
行
な
う
と
あ

り
ま
し
た
。
子
育
て
、
福
祉
な

ど
で
移
住
定
住
を
進
め
る
こ
と

は
大
切
で
す
。
こ
の
町
で
生
活

す
る
こ
と
、
生
活
す
る
た
め
に

は
働
く
場
所
が
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
中
で

も
『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
』

が
メ
イ
ン
と
な
っ
て
い
る
が『
し

ご
と
』
の
具
体
策
が
示
さ
れ
て

い
な
い
。

　

企
業
誘
致
も
進
ま
な
い
現
状

で
雇
用
の
場
の
確
保
対
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
町
独

自
で
雇
用
の
場
が
で
き
な
い
か
、

町
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

　

雇
用
の
確
保
対
策

と
し
て
、
地
元
企
業

の
求
人
情
報
を
お
知
ら
せ
版
と

合
わ
せ
配
布
し
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
13
社
が
社
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
仕
事
と
し
て
は
あ

る
よ
う
で
す
が
、
条
件
が
合
わ

ず
雇
用
が
進
ま
な
い
よ
う
で
す
。

　

新
年
度
に
向
け
て
は
雇
用
の

場
の
確
保
に
は
触
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
農
産
加
工
場
も
職
員
募

集
を
し
て
い
ま
す
し
、
介
護
施

設
も
募
集
は
続
け
て
い
ま
す
。

　

新
し
い
場
を
作
る
こ
と
は
大

切
に
思
い
ま
す
が
、
既
存
の
事

業
所
へ
の
人
手
不
足
を
改
善
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
。

問　
人
材
不
足
は
介
護
職
員

だ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。
農

業
に
お
い
て
も
同
様
で
、
一
戸

の
経
営
面
積
も
平
均
18
ヘ
ク
タ

ー
ル
以
上
に
規
模
拡
大
が
進
み
、

春
作
業
は
従
来
の
家
族
労
働
で

は
対
応
で
き
ず
派
遣

労
働
に
た
よ
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。

　

派
遣
労
働
も
以
前

は
確
保
で
き
て
い
ま

し
た
が
、
最
近
は
希

望
日
に
確
保
出
来
な

く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

町
で
人
材
バ
ン
ク

を
つ
く
り
潜
在
的
な

労
働
力
の
確
保
が
で

き
な
い
か
。

　

ま
た
、
建
設
業
界
と
の
農
商

連
携
に
よ
る
相
互
の
労
働
力
の

確
保
が
で
き
な
い
か
考
え
を
聞

き
た
い
。　

農
業
と
建
設
業
の

連
携
の
提
案
自
体
は

理
解
で
き
ま
す
。

　

現
状
、
建
設
業
界
と
の
話
は

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
双
方
の
関

係
が
構
築
さ
れ
れ
ば
互
い
に
助

か
る
と
思
い
ま
す
。

　

建
設
業
界
も
秋
の
仕
事
が
増

え
る
予
測
も
あ
り
ま
す
の
で
労

働
力
の
循
環
が
で
き
る
シ
ス
テ

ム
は
必
要
と
考
え
ま
す
。

長原   誠
議員

津川均議員の教育長への質問
問「再会の塔」の今後の維持は
　答同窓会の考えを尊重したい

職員を募集している
　 北のほたるファクトリー

本格的に始まった農作業

農
業
の
人
材
の
確
保
が
む
ず
か
し
い

労
働
力
循
環
シ
ス
テ
ム
は
必
要
と
考
え
る

問答
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個
人
農
家
で
も
補
助
金
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
、
広
い
視
野
で

担
い
手
を
育
成
で
き
な
い
か
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
問
題
は

町
と
し
て
も
同
感
で

す
。
農
業
後
継
者
が
育
つ
、
安

定
し
た
所
得
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
に
努
力
し
た
い
。

　

農
業
は
基
幹
産
業
で
す
の
で
、

町
も
農
協
も
農
業
者
自
ら
も
で

き
る
事
を
議
論
し
て
、
効
率
的

な
事
業
の
予
算
化
を
し
、
国
に

要
望
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

ほ
た
る
館
の
運
営
を
ど
う
考
え
て
い
る
か

町
民
の
理
解
の
も
と
、工
夫
し
て
い
く

問答

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
影
響
で
担
い
手
へ
の
町
内
対
策
は

効
率
的
な
予
算
化
で
対
応
し
た
い

問答

鵜野範之
議員

問　
ほ
た
る
館
は
、
で
き
て

か
ら
23
年
が
経
過
し
、
多

く
の
町
民
に
利
用
さ
れ
、
沼
田

町
に
と
っ
て
大
切
な
施
設
で
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
は
シ
ダ
ッ
ク

ス
を
指
定
管
理
者
と
し
て
経
営

を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
定
管
理
者
に
つ
い
て

は
当
初
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
民
間
力
に
よ
り
、
経
営
の
改

善
と
、
集
客
力
の
ア
ッ
プ
が
、

私
た
ち
の
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

　

３
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

当
初
期
待
し
て
い
た
成
果
が
出

て
い
ま
せ
ん
。

　

今
後
も
指
定
管
理
者
と
し
て

経
営
を
継
続
し
て
も
ら
え
る
か

が
心
配
で
す
。

　

原
因
は
ど
こ
に
あ
る
と
考
え

る
の
か
。

　

施
設
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、

改
修
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
、
た
く
さ
ん
の

事
業
が
始
ま
る
が
、
改
修
計
画

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か

聞
き
た
い
。

　

経
営
改
善
に
つ
い

て
は
全
体
的
な
利
用

者
の
減
少
か
ら
近
隣
ホ
テ
ル
も

そ
う
い
う
状
況
で
す
が
、
お
互

い
意
見
を
出
し
合
い
27
年
度
、

28
年
度
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ

な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
集
客
力

を
上
げ
る
工
夫
を
は
か
っ
て
い

き
た
い
。

　

施
設
の
改
修
で
す
が
、
老
朽

化
に
と
も
な
い
外
壁
、
屋
上
の

防
水
、
窓
、
内
部
の
配
管
、
冷

房
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

改
修
に
は
何
億
も
か
か
り
ま

す
。

　

町
の
財
政
状
況
か

ら
す
れ
ば
、
踏
み
込

め
る
状
況
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ほ
た
る
館
の
営
業

に
支
障
を
き
た
さ
な

い
範
囲
で
改
修
、
改

善
を
し
て
い
き
た
い
。

杉本邦雄
議員

問　
執
行
方
針
に
担
い
手
に

所
得
保
障
を
含
め
た
対
策

を
充
実
さ
せ
、
安
定
し
た
再
生

産
に
つ
な
が
る
農
業
政
策
の
確

立
を
求
め
て
い
く
と
し
て
い
る

が
、
国
の
「
体
質
強
化
対
策
」

「
経
営
安
定
対
策
」
で
農
家
所

得
が
確
保
さ
れ
る
と
希
望
的
判

断
に
立
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
に
は
農
業
法
人
の
立
ち

上
げ
、
６
次
化
産
業
の
取
組
、

加
工
農
産
物
の
生
産
、
販
売
な

ど
に
国
は
支
援
を
し
て
い
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
個
人
完
結

型
で
や
っ
て
い
け
る
規
模
で
す
。

　

国
の
補
助
事
業
で
大
農
具
や

格
納
庫
の
補
助
時
に
、
優
先
順

位
と
し
て
法
人
や
協
業
経
営
が

優
先
さ
れ
ま
す
。

　

総
合
戦
略
に
は
こ
の
意
識
改

革
が
書
い
て
あ
る
が
、
も
う
少

し
町
も
農
協
も
意
識
を
変
え
て
、

杉
本
邦
雄
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
地
方
創
生
総
合
戦
略
を
推
進
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
は

答
今
後
も
官
民
協
働
で
協
議
し
て
い
き
た
い

20年以上が経過したほたる館

スノークールライスファクトリー
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福
祉
事
業
の
充
実
を

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
政
策
を
実
行
し
た
い

問答

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
反
対
の
声
を

状
況
を
確
認
し
な
が
ら
政
策
を
実
行
し
た
い

問答

小峯　聡
議員

問　
現
在
の
沼
田
町
は
高
齢

化
率
が
40
％
を
越
え
て
今

後
も
高
く
な
る
と
予
想
さ
れ
更

な
る
高
齢
化
対
策
が
必
要
で
す
。

　

住
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
今

後
コ
ン
パ
ク
ト
・

エ
コ
タ
ウ
ン
計
画

の
中
に
高
齢
者
住

宅
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
説
明
を

受
け
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
住
宅
が
で

き
る
ま
で
に
、
ど

の
よ
う
な
対
応
を

す
る
の
か
。

　

も
う
一
つ
は
、

デ
マ
ン
ド
バ
ス
の

利
用
者
が
多
く
な

る
と
、
自
分
の
思

っ
た
よ
う
に
バ
ス

が
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。

　

冬
だ
け
で
は
な
く
、
夏
も
ハ

イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
対
応
は
で

き
な
い
の
か
。

　

多
機
能
セ
ン
タ
ー

の
近
く
に
、
財
源
が

許
す
の
で
あ
れ
ば
早
め
に
高
齢

者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
を
建
て
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
高
齢
者

の
世
帯
か
ら
申
込
み
が
あ
っ
た

場
合
に
は
町
内
の
公
営
住
宅
で
、

橋場　守
議員

問　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
日
本
の
農
業

を
守
る
た
め
で
は
な
く
て
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
利
用
し
て
、
企
業
が

一
番
活
動
し
や
す
い
国
に
作
り

変
え
る
事
が
念
頭
に
あ
る
と
思

い
ま
す
。
日
本
国
民
の
健
康
・

命
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
国
に

対
し
て
反
対
し
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

十
勝
で
は
反
対
集
会
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。
北
空
知
の
市
町

に
呼
び
か
け
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定

反
対
の
集
会
な
ど
の
行
動
を
と

る
つ
も
り
は
な
い
か
。

　

現
状
で
は
そ
の
行

動
を
起
こ
す
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。
関
連
法
案
を
含

め
て
閣
議
決

定
さ
れ
論
議

が
始
ま
り
、

次
第
に
詳
細

が
見
え
て
く

る
と
思
い
ま

す
。
食
以
外

に
も
保
険
な

ど
多
く
の
問

題
が
そ
の
中

に
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
に
つ

い
て
情
報
を

見
て
対
応
し

た
い
と
思
い

ま
す
。

橋場守議員のその他の質問
問消費税の廃止を要求すべきではないか
　答 社会保障費の財源確保の増税です
問地方創生の今後の展開について
　答 国にビジョンを示し、町の発展に利用したい
問安保法制の廃止を国に求めてはどうか
　答 バランスの取れた平和が大切

高
齢
者
の
生
活
状
況
を
確
認
し

て
提
供
さ
せ
て
い
く
体
制
は
と

っ
て
い
ま
す
。

　

デ
マ
ン
ド
バ
ス
も
利
用
状
況

が
伸
び
て
い
ま
す
が
、
更
に
ど

う
い
う
形
で
利
用
す
る
の
が
良

い
の
か
を
含
め
て
調
査
を
す
る

予
定
で
す
。
商
業
施
設
と
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
ア
ク
セ
ス
も
ど
の
よ

う
に
す
る
の
か
調
査
検
討
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

夏
の
ハ
イ
ヤ
ー
チ
ケ
ッ
ト
に

つ
い
て
は
現
状
で
は
難
し
い
と

考
え
ま
す
。

利用率があがっているデマンドバス

TPP 反対!
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説
明
不
足
は
否
め

ま
せ
ん
。
空
知
管
内

で
も
副
反
応
が
出
て
悩
ま
れ
て

る
方
が
い
る
と
新
聞
に
出
て
い

ま
し
た
。
周
知
、
説
明
を
し
て

改
善
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

副
反
応
が
生
じ
た
場
合
、
現

行
で
も
保
険
制
度
、
救
済
制
度

は
あ
り
ま
す
が
、
内
部
議
論
が

さ
れ
て
い
な
い
の
で
副
反
応
に

対
応
で
き
る
体
制
に
取
り
組
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
実
施
要
綱
や
定
期
・
任

意
予
防
接
種
の
啓
蒙
、
助

成
は
し
て
い
る
が
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
副
反
応
に
つ
い
て
は

ほ
と
ん
ど
説
明
が
な
く
、
定
期

接
種
の
副
反
応
に
は
一
切
触
れ

て
い
ま
せ
ん
。

　

実
際
に
副
反
応
が
出
た
場
合
、

町
民
は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
の
が
現

状
で
す
。

　

町
民
が
安
心
し
て
予
防
接
種

を
受
け
る
に
は
、
副
反
応
の
説

明
の
掲
載
、
万
が
一
の
場
合
、

健
康
被
害
に
対
す
る
救
済
制
度

を
設
け
る
こ
と
が
必
要
と
思
う

が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い

る
か
聞
き
た

い
。

　

今
年
、
待
望
の
北
海
道
新
幹

線
が
開
業
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
裏
で
は
赤
字

ロ
ー
カ
ル
線
や
駅
が
廃
止
に
な

り
そ
う
で
す
。

　

駅
は
交
通
の
拠
点
と
し
て
、

町
づ
く
り
の
役
割
を
担
っ
て
き

ま
し
た
。

　

人
や
モ
ノ
が
集
ま
り
、
商
店

街
も
活
気
を
み
せ
、
駅
を
中
心

に
街
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
は
人
の
交
通
手
段
や
モ
ノ

の
輸
送
方
法
が
大
き
く
変
わ
り
、

利
用
が
減
少
し
て
き
て
い
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
利

用
率
の
悪
い
路
線
を
発
表
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

北
海
道
新
聞
に
は
、
秩
父
別

町
長
は
「
朝
夕
以
外
は
利
用
が

少
な
い
。
い
よ
い
よ
来
た
の
か

な
と
い
う
の
が
率
直
な
思
い
だ
」

と
述
べ
、
増
毛
町
長
は
「（
廃

止
論
が
）
と
う
と
う
来
て
し
ま

っ
た
。
住
民
の
利
用
が
少
な
く

廃
止
検
討
は
仕
方
な
い
面
が
あ

る
が
、
観
光
に
は
痛
手
だ
」
と

話
し
た
と
の
こ
と
で
、
沿
線
首

長
か
ら
で
さ
え
、
あ
き
ら
め
の

声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
当
委
員
会
で

は
改
め
て
Ｊ
Ｒ
駅
を
中
心
と
し

た
街
づ
く
り
の
可
能
性
を
調
査

予
防
接
種
の
副
反
応
対
策
は

周
知
説
明
し
て
い
き
た
い

問答

大沼恒雄
議員

副反応： ワクチン接種による
生体反応によるもの

副作用： 医薬品による化学的
作用によるもの

副反応と
副作用の違い

大
沼
恒
雄
議
員
の
そ
の
他
の
質
問

問
障
害
者
差
別
解
消
法
の
対
応
は

答 

北
空
知
自
立
支
援
協
議
会
を
核
に

 

職
員
の
情
報
共
有
を
は
か
り
た
い

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
廃
線
が
決
ま
っ
た

留
萌
・
増
毛
間
に
つ
い
て
留
萌

市
、
議
会
の
取
組
に
つ
い
て
懇

談
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

留
萌
議
会
で
は
留
萌
線
検
討

対
策
会
議
を
設
け
、
Ｊ
Ｒ
北
海

道
へ
の
質
問
事
項
を
協
議
し
ま

し
た
。
ま
た
、
全
議
員
で
市
民

へ
街
頭
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は

・
廃
線
に
向
け
て
の
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル

・
今
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
営

業
努
力

・
街
づ
く
り
、
地
域
振
興

・
留
萌
・
深
川
間
の
廃
止
の
可

能
性

　

我
々
は
今
後
、
沼
田
駅
を
中

心
と
し
た
街
づ
く
り
の
可
能
性

を
考
え
て
い
き
ま
す
。

JRるもい駅

留萌市での意見交換

総務民教常任委員会
テーマ▶『駅と共に
 成長する街づくり』

2月12日◉留萌市
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産建福祉 常任委員会 ★ 調査報告

福祉施設の在り方
委 員 長 長原 誠
副委員長 小峯 聡
委　　員 橋場 守
　　　　 津川 均
　　　　 高田 勲

　在宅老人世帯の増加に伴い、バランスの
とれた食事と安否確認、規則正しい生活の
リズムの確立やモニタリングなどを目的と
した配食サービスや生活全般の支援などの
システムを構築し、きめ細かなサービスが
望まれる。

　各介護施設の職員不足が見込まれるため
出産や育児などに対する職場の環境整備を
整えるなどの職員確保対策、各施設間の人
事交流、研修による資質向上や定着率の向
上、給与やキャリア待遇改善のための対策、
メンタルヘルスに対する対策が必要で職員
確保のための大胆なシステムの構築が望ま
れる。

　町内で看取りができる体制づくりを検
討すべきである。

　健康寿命を延ばすため、介護の必要があ
るなしに関わらず在宅の人が気軽に集まれ
る機会、場所の提供が必要である。

　いろいろな体の状態に合わせたリハビリ
や、健康維持のための仕組み、予防介護の
仕組みなど特色ある福祉施設が必要である。

　本委員会は、人口の減少に歯止めがかからず、加えて今後高齢化率がますます高くなる沼田町
において、更なる高齢化対策が必要であることや、国の介護制度の見直しによって、施設介護か
ら在宅介護へ方針転換されたことから現在の介護システムを新たに構築する必要があると考え調
査を行った。
　以下の5点の意見を示し調査報告とする。

苫小牧市 社会福祉協議会

登別市 緑風園

伊達市 プライムヘルシータウン湘南
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「
議
会
広
報
」

２
０
１
６
年
４
月
28
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　この度、平成28年４月１日付けをもちまして、沼田
消防団長を命ぜられました。
　長い歴史と伝統ある沼田消防団の名に恥じぬ様、微
力ではございますが誠心誠意努めて参る所存ですので、
皆様方のご指導、ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げ
ます。
　私たち消防団員は「自分たちの町は自分たちで守る」
という郷土愛の精神に基づき、普段は別の仕事を持ち
ながら、災害時には常備消防と連携して消火活動や救
助活動に取り組んでおります。災害出動などの消防団
活動は昼夜を問わず、団員に係る精神的・肉体的負担
は大きく、家族や職場の皆様のご理解ご協力が不可欠
であります。
　東日本大震災から５年の月日が流れましたが、その
間もわが国では毎年どこかで予期せぬ災害が発生して
おります。今後、起こりうる自然災害に対し消防団の
役割任務は一層重要となり、消防団に対する町民から
の期待はますます高まっているところであります。
　本消防団といたしましても、自然災害等に備え、救
助資機材を配備するとともに、活動服や防火衣、防火
ヘルットなど団員の装備面を充実させ、団員の活動し
やすい環境づくり、また、消防団員確保の一助に努め、
町民皆様の安全・安心を守るため、日々訓練を重ねて
参ります。
　私は、副団長として６年間務めた経験を生かし、各
分団の意見や連携を大切にして、各種訓練等への積極
的な取り組みで、多種多様な災害等に対応できる消防
団を築くためにも各団員の皆様と共に日々精進して行
く所存でありますので、今後とも、ご支援、ご協力の
程宜しくお願い申し上げます。

深川地区消防組合沼田消防団長 大 原 正 己

広
報
特
別
委
員

大
沼
恒
雄
　
高
田
　
勲

小
峯
　
聡
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之

平
成
28
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
４
月
１
日
に
は
認
定

こ
ど
も
園
の
開
園
式
が
行
わ
れ
、

幼
児
へ
の
質
の
高
い
保
育
と
教

育
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。さ

て
、
４
月
14
日
に
発
生
し

た
熊
本
地
震
で
す
が
、
震
度
６

ク
ラ
ス
の
余
震
が
続
き
ま
し
た
。

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
、
被
災
さ

れ
た
方
に
、
お
悔
や
み
と
お
見

舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

以
前
、
議
会
の
委
員
会
で
防

災
に
つ
い
て
調
査
を
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し

た
と
き
、
行
政
が
一
番
苦
労
す

る
の
が
「
住
民
の
安
否
確
認
」

で
す
。
安
否
確
認
に
は
町
内
会

の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

遠
く
離
れ
た
地
で
の
災
害
で

す
が
、
対
岸
の
火
事
に
し
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
町
内
会
と
言
う

日
本
独
特
の
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
、
い
つ
ま
で

も
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

あ
と
が
き

「消防団長
 就任にあたり」

　

４
月
25
日
に
開
拓
記
念
式
が
挙

行
さ
れ
ま
し
た
。
明
治
27
年
の
入

植
か
ら
1
2
2
年
を
迎
え
た
本
町

の
開
拓
を
祝
い
、
先
人
の
労
苦
を

偲
び
感
謝
す
る
た
め
の
式
典
で
す
。

　

こ
の
日
を
開
拓
記
念
日
と
定
め
、

庁
舎
前
庭
の
記
念
碑
の
も
と
に
関

係
者
が
集
い
、
毎
年
厳
粛
な
中
で

挙
行
さ
れ
ま
す
。

　

式
典
に
先
立
ち
、
町
の
表
彰
規

定
に
基
づ
い
て
前
議
員
の
、
絵
内

勝
己
氏
と
上
野
敏
夫
氏
に
自
治
功

労
者
の
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。

絵
内
氏
は
４
期
、
上
野
氏
は
３
期

に
わ
た
り
町
議
会
議
員
を
務
め
ら

れ
ま
し
た
。
町
政
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
の
受

賞
で
す
。

　

同
時
に
前
教
育
委
員
長
の
日
暮

茂
男
氏
も
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
。

絵
内
前
議
員・上
野
前
議
員
に
自
治
功
労
者
表
彰

平
成
28
年
開
拓
記
念
式
を
挙
行

開拓記念式のようす

表彰された方々


